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研 究 内 容

令 和 ２ 年 度 北 海 道 科 学 技 術 奨 励 賞

高品質な北海道の酪農未利用資源が再生医療用材料に生まれ変わり、医療に貢献できます。

背 景

＜ 受賞者 ＞

大久保 直登 北海道大学大学院薬学研究院 助教 (歯科医師・歯学博士)

・治療目的で抜かれた歯(抜去歯)は、医療廃棄物として捨てられています。

・抜去歯が、組織再生に適した優れた構造特性を有することが判明しました。

・これを基に歯のリサイクル医療技術と周辺機器(右図)を開発しました。

・治療効果は優れていますが、抜く歯がないと利用できませんでした。

1. 歯は、なぜ医療用素材として適しているの？

冷たいものが歯にしみたこと(知覚過敏)はありませんか？これは、歯の根が超微細な無数の管構造を持ってい

て、これが神経を刺激することによって起こります。そのため、この管構造は、臨床的に害のある構造と認識

されていました。しかし、この微細管構造は、組織再生用素材という意味では最適な構造でした！！

2. 北海道の未利用資源 ＋ 独自技術 ＝ 特許技術誕生 ⇒ 大学発ベンチャー設立

<功績名>

北海道の酪農未利用資源を活用した
新たな医療用移植材の開発

北海道クオリティーで医療への貢献を目指します！！

北海道の未利用資源と独自技術を組み合わせることで、左表の条件を全て網羅する新技術を開発し、国際特許

出願中です。右に示す症例のように、既に獣医臨床領域で、本開発材料が優れた成績を出し始めています。


